





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































トI 第 首E 事例 首1 m 例事 U の G 基地次一 地法次一 z地g 次一 地 次一 の T伊| 家 5 4 例家
様や周回大共さ地向跡治代明P寸 の名 主地同主治IljJ 程の治I別林名} 雨期字上E = 型盟 ]主 立さ 多く のそ幕地次大正初年I治Fj 〕林名 南郷字下石 畑H 刊どJ同I也らE 一 つ 石骨人涜修工節し内町l時5 の にが正 石税、 た塔 かの治は中 、てに六 格を の代H寺チカ fl時t オ 1だ肝 ラ れる家の後、 の代II;~ 特 地ー はは し所選各を 三家ザ 、 建'f 名称 JI j主|主| 代lì1î 三 の 」供養てにが以前 セ 設E空に 7 前以ハ It \ ン 々 ミ裳手以降 1 に あ 凹 家自 主当 年の代前の中 と な字でキが 共ワカ 主口主 は大正 ト は、 ナミ 、 大正 lびl干 つ 基-1j五 以にのくのきはトな に同リは、 キウ
下
た がのののん前
主当を の問家 画区さ 使な寺て 、ウい よ :地去の 、 ボ ムタ l代l寺ノ〈 ミ ム 。 ミ l代ま時名 も 一 人際母では区をl るはか埋葬 り 知l 家各犬 ナキ著J也F ナ な 乗JI の 画でには坦毒事。1 サE 主当を の員肉 。 隣村 ら ジ オ がを キま ミ t ミ し をにあ、 )]IJ ィれ っ 石 もさソマ 畑設濯定。 の 7 にで ム }J 軍共同をIJ ム で と 移まろまの ノてて俗人、れウイ にけ所イ 述立ミ。 キの品地に客 キ キ 表記も しとう つ 塑19rr明U ヵLZ い、は盟 I R たサリ 埋手ら 知有l ソ ためがた ミる共基同 如l の来:1:111 "7パ れウ 。 ナ 詰の自反 則す… 甫向き 山キ字 。 て)く ニ と畑i 別八 。 に寺ののとカ るにノ〈 多く よ 刃笹つい予JUj 共空I切路血 年ー到2、の の人を を~に知l ク日干と る 。 別個カ さ近 畑 地 て合寺 やロぶぃ 知見l- fl没白。 追室る )斜l師 ( 北向 れ さ義~(f.し 以肢 れくに埋葬 の ら 苛 セ 。 わ 来旧 共幕同 に の キ る れなる
に も 隣れさ の れ の)-1-11 持え の てかれ地1:、よるれ E凶m 字の る, 風 I由 葬 EF 30 τ  H 務地 不 1: き つ つ i封I間接也上 区はは {な垣であ高ι 斜田 るたた つ砂すソ哩 て，いー 土守 」 在山 家7' 屋敷 。 か 地 た知lんな- 一1発号。 建立 周の四 とも 白定を り庁で、 た') 埋 に も見>1'，から山Mil 庁り、にとか さ可 和付2、l 。 ぁ 。 葬，h 1B匝l1  とが会の利をあ町れこ 。 rz 止に ら はっ - m。 ち場所 れ以 7宣1る が ん 区 区まを サかが阿 こ究 画 。 HさI切'1 平「りfil 設hさ F葬lこ1 イな 出 ちは 降 。 多く さ 1 近 /いてに 宍共 れ五 れさ (し ヵ 。 き思葬墓I同由 石 は て 0 石 れ葉て ミ たそ塔寺を 取に L、メ 』答 石ず い 。コ "0 '"0 !l) た l を .t* の た 自11 そ都
と 1問 。 ト 主II 長も~ 第二 。 寄に の 知度l 同の 々 共 jレ 立
-5-
第 ~ 例事 I 第 第 例事 第 1偆 事例墓 二 基地 一次 の M E地喜次一 き地向路 次 h地i 二次 築I也 -次J也次 8 1抑l 家 7 6 
共集共 H月 名 そや H月名 人 区先 知l 名 そ共墓地|司 名 人 他大と ffil 石仏 名 て大生る芥 つ(大lE称]名 人里字上 里 里同め同治時称] のが治称 に祖 や称 '称 字 に正もや 税 共l司 正 じこらた主E ら墓 後て l代時〕 石も代々 届 〕 小 | 苦賞手 あ四あ屋や I!!Iたとし 。 ♂\ I由れ地(-'(;忘 、 共情l 忘 敷 l つ 年 つ 敷石特 募I也 年とが向 悶ポのる設始れ 共にれ 平 J蓄と の( 校学 があ た以たの仏に にしあき 年チ ん区 。 誼めら 間基I出 なら が五IJ 周個 石降 。 傍を柄名、 を火災 て つ の 以 lま画化 後まれ 基地 つれ 台、 多ん 四々 が つ 」 培、字ら刻 設世 代もた良 自íï ハ りf 、でて がてて み くだ にの 主~た と 移もさ j同h のにんが で 。 い)カ後そ、い に設ftz もい だ あ石 立建石路 つ 。 ず 寺石だな 焼々如l 家字シ 字はの畑る 家しる L 、 つ * め民在地E 詰主4同flJ ら 裂の俗もい 家失手放す はで の ヨ 手iJ整 背後理のハ。 」さ I! 。 ら たが さを れ I也周四 をの 。 ごしそは 寺 回とれらハ 。 畑 れセ る。 設がに 立主~オを Iに?i. とた の、 のハ然 t也葬J也 カ のたくカ 主現王 のク たキ に字こ家生 1ft1J カと γ シ 画区 。 のシ 。 ト 世主~ 。 ジ {悶 区化l'町 のとの前 のパ石~$t点 ヨ 務 rm ョ {まロ 現ウ さて知l ゾ々 寺を が 一 、 主共問主上苦 けかと が f也は と 重に 在 に jす刊 れらのウの し現ない焔盟賞I匝がらら L 、 定共を 、い 、セ てれ上d口品h サ石並れ粍う め白う 改 あ 共キ 移動 る かる ン犠 fこ 在t血 かがに 地ぶ るへか ら情Ií家か 自島町、 -公f同~血;>，- オヒ 追事必事 らこはとの ら当つ。 ぬも れ利のも の生町 ι 徒当 はと、 g こ μf毛にでてい 葬I出地し た問畑し 、は思葬 と 再建 あらて他のにれ 。 すにれ に ジ の 家な宮を :!UI モれ巡 を場所空」ム 問v ・ る 1別聞な 告塁主の 多もく サゾウ 形式を 々か地セ た 言 共追場事 Blこ い の Z 点てキ へ l問l寺 。 し同1: し 。 の ー てで】た 墓で埋ま事 J也 石 のン と 区 。 にヒ 要に番お利あ 。 í~ ~i詰 石塔等と つ 画内 按つ ーは て しセ はそ 良き m あ 移 J tた つ が日干 l 、 にてキ のい、す石 た し 同 建ぶ た 記述ト 正Ud隣地E 州知l るI甚 fこ。 -dJ世山" つ 。 地てウ はに追
も をらと に 合不1ft!埋孫 葬基ill れ 11干
他 立 るび 改さで
I也 。 」一， め がれ あ
<l 第 事例 第 m 事fJlJ N N 第 第 事例墓 二 3t由~ -次 墓地 二次 基 一 の K の 5 地~妥a 一次-戸J Y差H益正苔 一ー地 次 11 f也次 10 例家 例家 地次 9 
他に、 按隣す ]名称 驚字買上 下以 j一占! ~名 共墓同I也 利HすJ 按隣す ]名称 j数尋刻を索な材名、 るやか柄名、 草笛人吹8a4: 立 石名称 思務地の 石培姐立! 代展敷代にそ雨向す搭 の 々しの 。 が つ共詰開石る・ 阪敷は なし 忌 主当ののて I所Lj き のんも てて知l るな すで不喝 るるな 地主当 い の 横だのセ 主主はノ、や 1数H、3 し へ葬墓迫数し 子前 Iの也 の絞 るは防当 やもをキ J? 所有す カ燃iをl! の i闘 1 r、三 の辺 周上 下 もき以の凝 装手 のハヒ 墓地 シヨ ずつな て の少 のの外は灰岩 た をヵに 近く々 どと の がと 111 し 。 地 の、 り にジィ ジ がる
石てにの のの イYをムF 険共 IVL 先 共進}問由 に人祖先 での まゾシゾ 殺到11 ハ し士告ら設石 しに のに 石 々 く良 ウ、ウ けやカ きがれけ? く字 -画lこ m務地! 持三~ ，そ のるりい、 さサ角サ らはl ノて住なる 終 屋敷 2 の れマ柱 7 れなてい?セ え に基す長葬地J! 図を ー たとの るどら家 E キ て t、E 七 事事がべ 番条 。 l呼れががヒ Tてるあ る地E 岡挙 し の傍 ら建て fきtさk つ たふ守立派オジ J~、個jJlJ 、多多、 ま 自ら の名分 れっ て 件 だ)し 。 なゾ EI由 にそいいハ { 事つ に 竺 石店の た 。 思j若J自b さ いの 容石也を、 のも サウの 。。 ヵ 人セ る良常刀、 州111 イy ;l)t 罪I由 型工L 並がぶ 耳葬跡E のキな 。 い を 7 1: 耳葬目つ で 多く 重明 ヒにい先却l! キセ ( 石 11 し』Ea日 L 、 た利 、てし 坦草子!2ふ 。 m 設を 共 。 が はと事ら事ため 々に てヒ l;\í ↑cl いす 石 け 琴』同出 セあ ま店れ 。 時 、の 行的 h 、てしゾ 追務千ぎるEヰS キる る 1 : 々 る石うL 、 70 ウ t苔 ヒ 。 され 。 訟のを て 家 なる安サ L、と Hんでと干 共主地悶主 れ モ けら主当 は炉主~ るす 区lまン て 赤もよ る て畑li れが 少 jをfHl 同そ な る いに た葬 ない 山ω カ5の ど 家 ぁ話 L 、 lこ な務 。 ら と石 :liι ニグ と lま るも 日 ら ー れ つ に めJレ lぶl平
分







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































所有 種別 m数 内、墓域をもつものの筆数
宅地 4 
字 -さ~ー 12 10 
言 l' 16 11 
宅地 96 7 
墓 21 19 
家々 畑 137 137 山林 6 6 
旺l























































































































面積 筆数 種 別
宅地 墓 畑 山林 田
300 -320 2 2 
字有 100 -120 5 3 2 
10 - 30 3 l 2 
9 1 
114 l 
11- 13 3 1 2 
6 - 10 18 3 12 3 
家有 5 11 10 
4 21 3 17 
3 27 2 4 21 
2 25 l 23 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































観念 表出のために、寺城や固有 土地区画などの別の場所 、石塔などの表象が建立されることにな
。
その共同性が弱い場合、家観念
はそれを直裁に する家墓 築造に結びつき
、
死者の追善供養ある
いは家観念の表出 ために、
さらに石塔がそこに付置されることがあ
る山村の場合もその共同性は弱いが、ここではさらに土葬の抱える技
術的困難等に由来して、家墓形成へ 指向はみられず、家観念は白畑
への単独葬という形で表出される
。
そして、死者の追善供養あるいは
家観念 表出のために、葬送地点ないしその近くに石塔が建立されることがある
。
なお、
いずれの場合でも、石塔の建立には家々の経済的
余裕がかかわ のであろう
。
近世以降の葬墓制に関する以上の
三
つのスキ
l
ムのうち、第
二
番目
のものについては本稿では論じていない
。
このスキ
l
ムは、柳田のい
う「新しい都市、又 人口の日に加はるべき生産地」で始まった、「始めから共同の埋葬地を区劃せず、個々 廟所を以て直接に収蔵の用に宛てた」墓制(柳田
一九九八
b
一
一O
五)に相当するように思われ
る都市が農村部ほどの強い共同体規制をもたないことは我々の経験す
るところであり、農村部 集落でも新しい分家や移住者などに共同体規制がおよばないことは、柳田自身が故郷の三味の例を用い 記して
る
柳
田
二
OO
一
一九七)
。
これらはいずれも近現代のことであ
るが、
それは都市が勃興し、
また各地で新田開発が盛んとなった江戸
時代にも当てはまるものであろう
。
柳田によれば、江戸幕府の施策として江戸市中など都市部に寺院が設けら
れ、
そこに葬地が付置された
。
その葬地には石碑が建立され、
家々の廟所が形成された
柳
田
一九九八
a
五
一
二
。
都市におけ
る石塔付き家墓形成の事例である
。
新田開発村では、新しい集落の共
向性が醸成される以前に、個々の入植家ごとに
墓を
必要とする事態が
生じ得ょう
。
そのような状況下では、家墓の形成が自然に進められた
と思われる
。
それはちょ ど、原町田の陸
川
老が墓を設けて土地に根
付き、新たな御先祖になろうとしたこと
(柳田
一九九八
b
一
一六
1
七
と同じ歴史過程であると思われる
。
本稿で私は、畑の
一隅に死者を葬る習俗をめぐって
二
つの事例に検
討を加え
一定の仮説を提示するとともに
ホリスティックな視点か
らの葬送
・墓
制史の理解を試みた
。
近世以降近代に至る葬送
・墓制史
は、こ 時代に特有の家観念形成の動きが、墓制領域におよんだものと理解することができる
。
民俗としての墓制の多様性は、集落の共同
性の特質や地理的・地形的特徴、国の施策などが、この動きに影響を与えて形成されたもの みるのが妥当である
(二
O
一二
・一0
・二
O
)
。
キ+品=
=闘
-28-
(1)
ごの変化を結果から逆に眺めるならば、「墓所が又
一つの屋外の祭場
であって:・」(柳田一九九八
b-
一O
四)という立論が導かれる
。
墓
所の姿は、「もとは荒忌のみたまを別に祭らうとする、先祖の神に対する心づかひから、考え出された隔離
」
(柳田
一九九八
b
一
一O
四)、す
なわち
「礼拝所
」で
あ
ったというのが柳田の考えである
。
(2)
本稿の内容の
一部は、
二
O
一二
年四月
二二
日の岡山民俗
学会年会の
講
演で発表したものである
。
当日ご教示をいた、たいた会員諸氏に感謝した
(3)
事例刊、
日
の数馬の共同墓地の設置年代は、宮本と栗山の記述にもと
づく(
宮本、栗
山
一九六九・五
二
二
。
(4)
岡山民俗学会の難波俊成氏によると、埋葬地点の真上に石塔を建てる
場合は、その場所に石柱を
二本、横に並行に渡して、その上に石塔を組
むという
。
氏の家の古い墓は、石柱ではなく栗の丸太を
二
本渡した上に
石塔を組んでいたので、長い間に石塔が傾き、近年、石柱に変える工事をしたという
。
この技術は単純で合埋的なので、かなり以前からあった
のではないかと思われる
。
ただし、埋葬地点が畑の場合、この技術を用
いても石塔の安定した建立はむずかしいと思われる
。
(5)
ただし、たとえば民俗地図で棺桶(木棺)使用とされている木屋平村
や上板町は、それぞれの村史、町史で饗棺も用 られたと記されている
一一一二
、上板町史編纂委員会
(三
木
一九七
一
六
二
ハ)
。
由設棺併用地帯の範囲はこの分布
地図よりも
広いと考えられる
。
(6)
表
2
で、墓の筆数と墓内に墓域をもっ墓の筆数が異なるのは、種別が
「墓」であっ
ても
実際に死者が埋葬さ
れていない土地があることを示し
ている
。
なお、上井は個々の家の宅地に墓域をもつものが六例あるとし
ているが(上井
一九七九・
二七八)、上井の
一覧表からは七例がみい
だされる
。
また、上井の
一覧表中、四番の家の五
O
一番地の畑に墓域面
積の記載がない
。
上井の示した分布図をみると、犯番の家のある宅地
(五
OO
番
地
)の隣接区画に、犯番と
-記さ
れた
墓が
二
つ記されている
。
おそらく、この土地が五
O
一番地の畑であろう
。
上井の
一覧表に当該畑
の墓域面積の記載がな のは誤植と思われる
。
表
2
ではこの
畑も
墓域を
もつものに含めて示してい
。
(7)
美馬市に隣接する吉野
川市鴨島町の報告では、「(鴨'崎町の墓は)従来
は単墓、ヒトツパカと呼ばれる
。
まれに夫婦墓もある」という(前
川
一九八四・
一九五)
。
「単墓」の読み方がヒ
トツパカな
のであろう
。
また、
キタガタの上板町の報告は「ひとつ墓(単独墓)夫婦墓は以前からあり、累代墓(又は寄せ墓)は大正四
1
五年頃から始まって近頃とみに多くな
った」と
-記している(前
川
一九八
一
・
一一
四)
。
このことばの報告例
は多くないが、
一帯でそう呼ばれているものと考える
。
なお、夫婦墓(
「ミ
一九八五
ヨウ
トパカ
」)は、「夫婦を土葬の時並べて埋めその上の
一つの墓碑に
二
人の戒名をならべて記して建ててある墓」をいう(荒岡一二一一
)
。
(8)
柳田は、
『先祖の話
』
でも
「都市が勃興し人の往来の多くなったのは、
三百年以上の昔からであるが・・・それから以後でも空
地のまだ多い田
舎だ
けは、・・人のあまり行かない
山
の奥や野の末に、ただ送って置いて来れ
ばよかったのである」と述べて(柳田
一二
九)、この議
論を保持している
。
一九
六
一九九八
b-
(9)
キタガタ全体では真
言
宗寺院が多くを占めるが、浄土真宗寺院もみい
だされる
。
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